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月
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9：00 - 10：25

生活保護制度の現状と課題

厚生労働省社会・援護局保護課

厚生労働省社会・援護局地域福祉課

15：50 - 17：45

課題演習

10：40- 12：00

生活困窮者自立支援制度の現状と課題

生活保護制度の基本的視点や保護基準

の考え方について学びます。

数人の演習班に分かれ、各市町村が直

面する政策課題をテーマとして、自主

的なグループ討議を行います。

生活困窮者自立支援制度等、我が国の

セーフティネットについて学びます。

生活保護制度、生活困窮者自立支援制度、生活保護の実務のポイント、

生活困窮者の自立支援等に関する講義、演習等により、生活保護及び自

立支援対策についての専門的知識の習得と実務遂行能力の向上を目指し

ます。

日程 令和6年11月18日(月)～11月22日(金) (5日間)

対象 市区町村職員　中堅職員以上

定員 70名

経費 8,800円（食費を除きます。また、教材用図書費が別に必要となる場合があります。）　

申込期限 令和6年9月3日(火)

場所
市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）
千葉市美浜区浜田１丁目１番地

生活保護と自立支援対策②

令和6年度 専門実務課程

研修のご案内は「JAMP Newsletter」でも配信しています。 （https://www.jamp.gr.jp/issue/mailmagagin/）JAMP Newsletter 検　索☞登録はこちら

市町村職員中央研修所研修部

TEL 043-276-3126 URL h t tps ://www . jamp .g r . j p

♧♧♧♧♧申込み・問合せ先

※記載内容は、都合により変更となることがありますので、あらかじめ御了承ください。

申込方法 ※当研修所ホームページの　　　　　　　　より申込みを希望する科目を選択し、
　　　　　　をクリックして、電子申込みサイトで手続きを行ってください。

※FAXによる申込みは、令和6年度から廃止しました。

13：00 - 15：35

相談・支援のための
コミュニケーションのとり方と実践

被保護者や要支援者への対人援助・

支援の基本となるコミュニケーショ

ンの仕方について、ロールプレイン

グなどの実習を交えて学びます。人財育成トレーナー office KARARIE代表、

産業カウンセラー

唐澤　理恵  氏

講義・実習



T i m e  S c h e d u l e

発表・講評

講義

弁護士

金岡  宏樹　氏

9：00 - 12：00

自立支援に配慮した
生活保護返還金の徴収実務

生活保護返還金の債権管理・徴収等に

ついて学びます。

弁護士

金岡  宏樹　氏

弁護士

金岡  宏樹　氏

M E M O

14：25 - 17：45

課題演習

12：10 -

修了式

13：00 - 14：10

生活保護担当者に求められるもの

討議

9：00 - 15：35

生活保護実務のポイント

ケースワーカーのバイブル的文献であ

る『生活保護手帳』の詳細の解説等の

講義のほか、実務における受講生の疑

問・質問等に答える時間を設けます。          

生活保護行政担当者として、求められ

る役割やあり方等について学びます。

生活保護と自立支援対策に係る課題・

問題点を解決するための施策・取組み

について班別討議を行い、その成果を

発表するとともに、講師からの講評を

行うことにより、政策立案能力やコ

ミュニケーション能力の向上を図りま

す。

15：50 - 17：45

課題演習

新潟医療福祉大学心理・福祉学部教授、

東京都立大学名誉教授

岡部　卓  氏

11
月

20
日
／
水

11
月

21
日
／
木

11
月

22
日
／
金

講義

講義
9：00 - 12：00

生活困窮者の自立支援と居場所、
孤独孤立について

社会活動家、東京大学特任教授、

認定NPO全国こども食堂支援センター・

むすびえ理事長

湯浅　誠  氏

生活困窮者の現状・課題や生活困窮者

自立支援に係る市町村の役割等につい

て学びます。

講義
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